
 

 

2024 年度調布市サッカー協会リーグ規約 

 

 

第１条【リーグ運営】 

 

１  リーグ編成 

(1) 一部リーグ  ５チーム 

(2) 二部リーグ ６チーム 

(3) シニアリーグ（О-４０） ８チーム 

(4) シニアリーグ（О-５０） ７チーム 

ただし、年度により各部のチーム数はこの限りではない。 

 

２  ブロック長 

リーグ運営を円滑に行うため、各部にはブロック長を置くこととする。各ブロック長は試合

結果集計・得点者集計・警告退場者の把握等を行う。 

 

 

第２条【試合方法】 

 

 各部とも全チームによる総当たり形式とする 

 

 

第３条【競技規則】 

 

１  試合時間 

(1)一般 ７０分(前後半各３５分とし、インターバルは５分とする。勝敗の決しない場合は

引き分けとする)  

(2)シニア（О‐４０） ６０分(前後半各３０分とし、インターバルは５分とする。勝敗の

決しない場合は引き分けとする) 試合中の選手の交代はフリーとする。（交代して退いた

選手の再出場を認める） 尚、35 歳以上の選手の登録を認め、３名以内の同時出場を認め

るものとする。 

(3)シニア（О‐５０） ６０分(前後半各３０分とし、インターバルは５分とする。勝敗の

決しない場合は引き分けとする) 試合中の選手の交代はフリーとする。（交代して退いた

選手の再出場を認める） 尚、本年度は令和 6 年 3 月 31 日現在満 48 歳以上の選手（男女

問わず）に選手資格を与える。更に例外措置として、令和 6 年 3 月 31 日現在満 46 歳、47



 

 

歳の選手の登録を認め、随時３名まで出場を認める。尚、この例外措置は毎年１歳づつ年齢

制限を上げ、最終的にはすべての選手が 50歳を超えるまで設ける。 

２  試合の不成立 

(1) 試合開始時刻に７名に満たなかった場合、主審は所定時刻に試合不成立を宣することす 

る。 試合結果は不戦勝(敗)としスコアは５－０とする。 

(2)試合中、何らかの事情により一方のチームの選手数が７名未満となった場合、主審は試

合を中止する。その場合の試合結果は不戦勝(敗)としスコアは５－０とする。 

(3)試合開始時に、割当てられた審判団が来なかった場合は、 他の審判団を本部に於いて構

成し、試合を行う。審判団を構成できない場合は審判委員会に報告し指示を得るものとする。 

 

３  選手の交替 

 随時９名とする。但し、所定の時刻までに登録された選手に限る。（シニアリーグは交代

制限を設けない） 

 

４ 前項の規定の外は、日本サッカー協会競技規則による。 

 

 

第４条【参加資格】 

 

１  調布市サッカー協会が認めたチームおよび選手 

(1)調布市内に在住・在勤・在学し、かつその当該年度をもって 16才以上となる選手で構成

されたチームおよび、本協会が認めたチームまたは個人とする。但し、上記条件を満たして

いなくとも調布市に何らかの関連を持ち且つ役員会、理事会で承認された選手は登録可能

とする 

(2)チーム代表者(監督)が、２０才以上の成人であること。 

(3)調布市サッカー協会審判基準を満たすこと。 

(4)調布市サッカー協会が定める加盟費を期日までに納めること。 

  

２  リーグ期間中において選手の追加登録を行う場合は、必要項目を加盟申請書に追記の

上、１項に挙げる条件を満たす証明書類とともに追加登録選手写真を 8 月を除く 4 月から

12月までの運営幹事会で理事長に提出し承認を得るものとする。 

 

第５条【順位決定】 

 

１  勝ち点は次のとおりとする。 

(1)勝ち       ３点 



 

 

(2)引分け     １点 

(3)負け       ０点 

(4)不戦敗   当該年度の勝点を０とする 

２  リーグにおける順位の決定 

 全日程が終了した時点で、勝点合計の多いチームを上位とし、順位を決定する。但し、 

勝点が同じ場合は 

   ①得失点差 

   ②総得点数 

   ③当該チーム間の対戦成績 

 の順により、順位を決定する。上記で決定しない場合は同順位とするが、優勝および、 

リーグ昇格・降格に係る場合は理事会において順位決定方法を決定し当該チームに通知す

る。 

 

 

第６条【得点王】 

 

 各部における年間得点者上位１名を得点王として表彰する。 

 

 

第７条【リーグ入替】（参考） 

 

１ 上部リーグの下位 １チームと下部リーグ上位１チームとの自動入替とする。 

ただし、各部のチーム数によっては自動入替を行わないあるいは特別な事情により理事会

に於いて入替チーム数を変更する場合がある。 

 

 

第８条【審判】 

 

審判は第４の審判を含む 4名で運営する。また、審判は必ずレフリーウェアを準備・着用し

なければならない。審判の割当ては各部で行うものとする。なお担当審判は、調布市サッカ

ー協会審判基準を満たすこととする。 

 

第９条【運営本部】 

 

リーグ戦当日の運営を円滑に行うため、運営本部を設置する。運営本部を任命されたチーム

は以下の任務を行うものとする。 



 

 

  (1)当日の会場使用可否判断、およびグランド管理者との折衝 

  (2)中止の場合の連絡 

  (3)審判団と協力し試合を管理する 

  (4)選手交代時の用具チェック 

  (5)グランド整備の指示<開始時と終了時> 

 

 

第 10条【運営幹事会】 

 

毎月１回、各リーグ加盟各チームの運営幹事による運営幹事会を開催することとする。 

 

 

第 11条【表彰・懲罰】 

 

１ 各リーグに所属するチームならびに個人に対する表彰及び懲罰は、規律・フェアプレー

委員会が決定することとする。 

 

２ ただし、以下の各号の懲罰はこの限りではない。 

(1)選手の不正登録、不正出場が発覚した場合、当該チームを不戦敗とし、以降のリーグ戦

については規律・フェアプレー委員会が決定することとする。 

(2)年度において不戦敗を１度行ったチームは、当該年度の参加は認めるものとするが、リ

ーグ全日程を終了した時点での勝ち点は「０」とする。また、次年度以降の出場については

当該チームと規律・フェアプレー委員会の間で協議し決定する。 

(3)割当てられた審判の派遣および本部運営を怠ったチームは当該年度のリーグへの参加

は認めるものとするが、リーグ全日程を終了した時点での勝ち点は「０」とする。また、次

年度以降の出場については当該チームと規律・フェアプレー委員会の間で協議する 

(4)運営幹事会を２回欠席したチームまたは、遅刻を 3回行ったチームは当該年度のリーグ

への参加は認めるものとするが、リーグ全日程を終了した時点での勝ち点は「０」とする。

また、次年度以降の出場については当該チームと規律・フェアプレー委員会の間で協議する。

～運営幹事が出席できない場合は必ず代理人を出席させる事 

(5)審判ウェア・用具を着用しないで審判を行ったチームは、一度目は厳重注意を行い二度

目は規律・フェアプレー委員会でその処分を決定する。 

(6)不戦勝（敗）の場合のスコアは５－０とする。 

(7)退場処分を受けた選手は次の 1試合を出場停止処分とする。警告の累積が 2回に及んだ

選手は次の 1試合を出場停止処分とする。以降の試合については規律・フェアプレー委員会

で協議する。 



 

 

 

 

第 12条【リーグ戦当日の注意事項】 

 

(1)リーグ戦当日運営本部に当たっているチームは、管理事務所にてグランド使用の許可を

得る。 

 

(2)第一試合の両チームは、グランド整備(ライン引き等)を行う。 

(3)当日最終試合の両チームは、試合終了後グランド整備(トンボ掛け・ごみ拾い等)を行う。 

(4)試合開始１５分前までに指定のメンバー提出用紙を本部に１部提出し、試合開始前のメ

ンバーチェックにおいて審判より用具チェックとともに登録選手であることのチェックを

受ける。 

(5)ユニホームは濃淡２着準備し、背番号を必ずつけることとする。背番号のテープ等での

仮止めや、テープ等での代用は認めない。また、上着の黒色は認めない。尚、ユニホームの

アンダーウェアについては、黒、白またはユニホームの主たる色の近似色でチーム統一であ

ることを条件に認める。 

(6)試合球は、各チームにおいて新品同様のものを必ず１個用意する。 

(7)審判は試合開始の 10分前に選手の用具のチェックを行う。 

(8)選手の交代は、本部を通じて行う。 

(9)審判は割当てされた試合の結果について、審判報告書に記入する。 

(10)運営本部は審判報告書を保管し、ブロック長へ提出する。また、重大な違反行為が行わ

れた場合は、速やかに規律・フェプレー委員会へ報告を行う。 

 

 

第 13条【その他】 

 

(1)グランド内での事故・ケガ等については各チームの責任において処理すること。 

(2)各チームはスポーツ団体障害保険に加入すること。 

 

 

第 14条【付則】 

 

(1)本リーグの運営について必要な諸規則は理事会で定める。 

(2)本規約の改廃は理事会における出席の２／３以上の賛成により議決し、理事会におい 

て承認を得るものとする。 

(3)この規約は令和 6年 5月 19日から施行される。 


